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Invitation

4/19（日）は、櫻井焙茶研究所の櫻井真也さんによるお茶会を開催します。
詳細はネット上でご案内します。

作家在廊日 4月 18日・19日　

営業時間 11時～ 18時  最終日は 17時迄
ギャラリーうつわノート 埼玉県川越市小仙波町 1-7-6

未之（wei zhi)
1988年 中国・雲南省生まれ
2010年 北京林業大学 芸術デザイン専攻卒業
2015年 杭州市へ移住、茶則の制作を開始
2026年 同地にて茶則を中心に制作活動

游莎莎（You Sasa) 
1988年 河南省生まれ
2009年 西安工業大学芸術設計学科卒業
2022年 茶席布や服の制作を行う
2026年 杭州市で制作

未之・莎莎 展  竹布之理
2026年 4月 18日（土）～ 25日（土）

世界遺産・西湖を擁する風光明媚な古都、杭州。その豊かな自然と、南宋以来の歴史が息づく土地に暮らす未之（ウェイヂー）
さん、莎莎（ササ）さんご夫妻による展示会を開催いたします。龍井茶の名産地としても知られるこの地で、お二人は茶と向き
合いながら、それぞれの素材と方法で静かな創作を続けています。未之さんは北京林業大学で景観デザインを学び、卒業後は
北京で勤務。都市の速いリズムの中で、茶と茶器への関心を深めていきました。のちに莎莎と出会い杭州へ移住。金継ぎを学び、
古陶磁に触れる中で、竹を素材とした茶則制作の方向性を確立します。最小限の道具で竹に向き合い、削りや厚み、輪郭のわずかな
変化によって、素朴な素材に豊かで抑制の効いた表情を引き出しています。完成を急がず、人為的な装飾を抑え、素材の性質に
寄り添う姿勢が、そのまま作品に静かに現れています。一方、莎莎さんはインテリアデザインの経験を経て、金継ぎ修復に携わり、
現在は織物を中心に制作を行っています。彼女の手がける茶席布は、単なる敷物ではなく、手触りや質感を備えた存在として空間
に静かに作用します。天然繊維が織りなす構造の中に、秩序と揺らぎが共存し、触れることでその魅力がより深く伝わってきます。

「竹布之理」とは、竹と布、それぞれの素材に内在する理（ことわり）に耳を澄まし、人の作為を超えたかたちを見出そうとする
試みでもあります。異なる素材でありながら、いずれも自然に根ざし、過度な装飾を排した佇まいは、日々の茶の時間に静かな
深みをもたらします。感覚を澄まし、素材と向き合うひとときを、ぜひ会場にてご体感ください。　　　　　　　　　　  店主

ゆうメール
料金後納


